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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　プラスチック製本体（２）と、加熱プレート（１６）と、内蔵制御装置（４４）が収め
られた下部筐体（１２）とを備える湯沸しポット（１）であって、
－　前記下部筐体（１２）は上方に延びる外周内装壁（１３）を備え、
－　前記本体（２）は下部（４ｂ）を備え、
－　前記加熱プレートは下面（１９ａ、２０ａ、３３）および外周折返し部（１８）を備
え、
－　前記外周折返し部（１８）と前記下部（４ｂ）の間に外部防水シール（３６）が設け
られた、湯沸しポット（１）において、
前記内装壁（１３）と前記加熱プレート（１６）の下面（１９ａ、２０ａ、３３）の間に
は、前記筐体内に水が、とりわけ前記外部防水シール（３６）の防水障害による漏れに由
来する水が一切浸入しないように内部防水シール（２４）が設けられること、および前記
本体の前記下部（４ｂ）は外周外装壁（４）を備え、前記外装壁（４）は、前記内装壁（
１３）との間に間隔（１５、４０）を保ちながら、少なくとも前記内装壁（１３）の上部
（１３ａ）を受けるように構成され、前記間隔（１５、４０）は湯沸しポットの外部に連
通することを特徴とする湯沸しポット（１）。
【請求項２】
　前記加熱プレート（１６）の前記外周折返し部（１８）は、下向きに折り曲げられた外
側縁（２０）であって、一方では前記内装壁（１３）と前記外側縁（２０）の間、他方で
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は前記外側縁（２０）と前記外装壁（４）の間に間隔（２２、２３）を保ちながら、前記
内装壁（１３）と前記外装壁（４）の間に配置されるように構成された、外側縁（２０）
を具備することを特徴とする請求項１に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項３】
　前記外周折返し部（１８）は、下向きに折り曲げられた内側縁（１９）であって、前記
内装壁（１３）の前記上部（１３ａ）を前記内側縁と前記外側縁（２０）の間に収めるこ
とができるように構成された、内側縁（１９）を具備しており、前記内部防水シール（２
４）は、前記内側縁と前記内装壁の前記上部の間にも防水性が確保されるように構成され
ることを特徴とする請求項２に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項４】
　前記内部防水シール（２４）は、区分断面図において、
－　下方に延びる内側部（２５）であって、前記内側縁（１９）の周囲に隙間なく取り付
けられるように構成された、内側部（２５）と、
－　下方に延びる外側部（２６）であって、前記内装壁（１３）の前記上部（１３ａ）の
周囲に隙間なく取り付けられるように構成された内面（２６ａ）と、前記外側縁（２０）
をその周囲に隙間なく取り付けるように構成された外面（２６ｂ）とを有する、外側部（
２６）と、
－　前記内側部と前記外側部の連結部（２７）であって、その下面（２７ａ）は前記内装
壁の前記上部の上端（３２）に支持されるように構成され、その上面（２７ｂ）は前記折
返し部（１８）の底部（３３）に支持されるように構成された、連結部（２７）と
を備えることを特徴とする請求項３に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項５】
　前記外側部（２６）の前記外側面（２６ｂ）は少なくとも１つのリップ（３０ａ、３０
ｂ）を備え、前記外側縁（２０）は、線条（３１ａ、３１ｂ）を具備する内面（２０ａ）
を備えることを特徴とする請求項４に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項６】
　前記外周折返し部（１８）の前記外側縁（２０）はその下端に外側ショルダ（３４）を
備え、前記外装壁（４）は内側ショルダ（３５）を備え、前記外部防水シール（３６）は
前記内側ショルダと前記外側ショルダの間に配設されることを特徴とする請求項２から５
のいずれか一項に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項７】
　前記下部筐体（１２）の前記内装壁（１３）は、下部（１３ｂ）と、前記下部（１３ｂ
）と前記内装壁の前記上部（１３ａ）の間に設けられた外周外側ショルダ（３８）とを備
え、前記外装壁（４）の前記内側ショルダ（３５）と前記外側縁（２０）の前記外側ショ
ルダ（３４）は、それらを組み立てる際に前記本体（２）の外周下端（３９）と前記下部
筐体（１２）の前記外側ショルダ（３８）の間に間隔（４０）を保つように構成されるこ
とを特徴とする請求項６に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項８】
　前記本体（２）の前記下端（３９）と、前記下部筐体（１２）の前記内装壁（１３）の
前記上部および前記下部（１３ａ、１３ｂ）の間の前記外側ショルダ（３８）との間に固
定手段（４１）が設けられることを特徴とする請求項７に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項９】
　前記本体（２）はハンドル（３）を備え、前記ハンドルには外部制御装置（４９）が設
けられ、前記外部制御装置はコード（６５）によって前記下部筐体（１２）内の前記内蔵
制御装置（４４）に接続され、前記コード（６５）と前記下部筐体（１２）の間に防水手
段が設けられることを特徴とする請求項１から８のいずれか一項に記載の湯沸しポット（
１）。
【請求項１０】
　前記防水手段は、前記下部筐体（１２）に設けられたケーブルグランドによって形成さ
れることを特徴とする請求項９に記載の湯沸しポット（１）。
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【請求項１１】
　前記外部制御装置（４９）が防水型の自立モジュールを形成することを特徴とする請求
項９に記載の湯沸しポット（１）。
【請求項１２】
　オス型コネクタを具備した分離型電源ベース（６３）が備えられ、前記下部筐体（１２
）は前記オス型コネクタを受けるように構成されたメス型コネクタ（４６）を具備した底
部（１４）を備え、前記メス型コネクタは前記下部筐体の防水性を確保するように構成さ
れることを特徴とする請求項１から１１のいずれか一項に記載の湯沸しポット（１）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は湯沸しポットに関し、頻繁に使用する状況にあって、器具の良好な機能を損な
うことなく、使用後に毎回全体を洗うことができるように湯沸しポットの防水性を改善す
ることを目的とする。
【背景技術】
【０００２】
　当業者には周知の様々な設計の防水型湯沸しポットがあり、その中には、特に特許文献
１に記載されているものがある。特許文献１による湯沸しポットは、本体と、加熱プレー
トと、制御装置が収められた下部筐体とを備えており、本体、加熱プレート、下部筐体の
間には防水手段が施されている。特許文献１に記載された湯沸しポットや、一般に従来技
術の防水型湯沸しポットにおける大きな欠点の１つは、防水手段に障害があると、とりわ
け頻繁な使用の際に水が下部筐体内に浸入して制御装置が損傷し、短絡を生じて完全に破
壊される可能性もあるというところにある。さらに、その場合、ユーザは、防水手段の交
換だけで済んでいたはずのところを、制御装置全体、ときには湯沸しポットそのものを交
換しなければならなくなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開第２００９／１０９７６２号パンフレット
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は、従来技術の湯沸しポットにおけるこの大きな欠点に対処することを目的とす
る。そのために、本発明は、周知のように、プラスチック製の本体と、加熱プレートと、
加熱プレートの内蔵制御装置が収められた下部筐体とを備える湯沸しポットに関する。下
部筐体は、上方に延びる、好ましくは円形の、外周内装壁を備える。本体は下部を備える
。加熱プレートは下面および外周折返し部を備える。前記外周折返し部と前記下部の間に
は外側防水シールが設けられる。本発明によれば、前記内装壁と前記加熱プレートの前記
下面の間には、筐体内に水が、とりわけ外部防水シールの防水障害による漏れに由来する
水が一切浸入しないように内部防水シールが設けられる。
【０００５】
　本発明の対象である湯沸しポットの一設計によれば、前記本体の前記下部は外周外装壁
を備え、前記外装壁は、前記内装壁との間に間隔を保ちながら、少なくとも前記内装壁の
上部を受けるように構成され、前記間隔は湯沸しポットの外部に連通している。
【０００６】
　本発明の対象である湯沸しポットの一設計によれば、前記加熱プレートは、下向きに折
り曲げられた外側縁であって、一方では前記内装壁と前記外側縁の間、他方では前記外側
縁と前記外装壁の間に間隔を保ちながら、前記内装壁と前記外装壁の間に配置されるよう
に構成された外側縁を具備する外周折返し部を備える。前記内部防水シールは前記内装壁
と前記外側縁の間に設けられ、前記外部防水シールは前記外側縁と前記外装壁の間に設け
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られる。
【０００７】
　そのため、湯沸しポットの前記本体が水で満たされているとき、前記外部防水シールは
、水が前記本体の前記外装壁と前記加熱プレートの前記折返し部の前記外側縁の間から漏
れるのを防ぐ。同様に、前記内部防水シールは、湯沸しポットを水でクリーニングする際
に、水が前記下部筐体の前記内装壁と前記加熱プレートの前記折返し部の前記外側縁の間
に入り込むのを防ぐ。そのほか、頻繁なクリーニング、好ましくは使用のたびにクリーニ
ングを行う場合、前記外部防水シールに対しては、湯沸しポットの前記本体内部の払拭時
に前記内部防水シール以上のものが求められる。そのため、前記外部防水シールは前記内
部防水シールよりも急速に傷む可能性がある。前記外部防水シールに障害があると、水は
前記本体の前記外装壁と前記加熱プレートの前記折返し部の前記外側縁の間を通って湯沸
しポットの外部に直接出ていく。それにより、電気的なすべてのリスクを防ぐために、前
記内部防水シールにも障害がある場合に前記下部筐体内に水が入り込む危険を防ぐことが
できる一方、前記外部防水シールに偶発的に生じた漏れに気づいて交換を行うことがそれ
によって可能となる。
【０００８】
　本発明の対象である湯沸しポットの一設計によれば、前記外周折返し部は、下向きに折
り曲げられた内側縁であって、前記内装壁の前記上部を前記内側縁と前記外側縁の間に収
めることができるように構成された内側縁をさらに備える。さらに、前記内部防水シール
は、前記内側縁と前記内装壁の前記上部の間にも防水性が確保されるように構成される。
それによって、前記加熱プレートと前記下部筐体の間の防水性、および前記下部筐体に対
して組み立てられた前記加熱プレートの保持が強化される。それはまた、前記シールを所
定の位置に保持することを可能にするものでもある。
【０００９】
　一実施形態では、湯沸しポットのこの設計によれば、前記内部防水シールは、区分断面
図において、
－　下方に延びる内側部であって、前記内側縁の周囲に隙間なく取り付けられるように構
成された内側部と、
－　下方に延びる外側部であって、前記内装壁の前記上部の周囲に隙間なく取り付けられ
るように構成された内面と、前記外側縁をその周囲に隙間なく取り付けるように構成され
た外面とを有する外側部と、
－　前記内側部と前記外側部の連結部であって、その下面は前記内装壁の前記上部の上端
に支持されるように構成され、その上面は前記折返し部の底部に支持されるように構成さ
れた連結部と
を備える。
【００１０】
　前記内部防水シールの好ましい一実施例では、前記外側部の前記外側面は少なくとも１
つのリップを備える。さらに、前記折返し部の前記外側縁は、線条を有する内面を備える
。それにより、前記加熱プレートと前記下部筐体の間の組立ておよび防水性が強化される
。
【００１１】
　本発明の対象である湯沸しポットの一設計によれば、前記外周折返し部の前記外側縁は
その下端に外側ショルダを備え、前記外装壁は内側ショルダを備える。また、前記外部防
水シールは前記内側ショルダと前記外側ショルダの間に配設される。それにより、前記本
体と前記加熱プレートの間の防水性が得られ、前記加熱プレートに対する前記本体の位置
の係止が果たされる。
【００１２】
　湯沸しポットのこの設計によれば、前記下部筐体の前記内装壁は下部を備え、前記下部
と前記内装壁の前記上部の間に外周外側ショルダが設けられる。また、前記本体の前記外
装壁の前記内側ショルダと前記外側縁の前記外側ショルダは、それぞれを組み立てる際に
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前記本体の前記外周下端と前記下部筐体の前記外側ショルダの間に間隔を保つように構成
されており、それによって前記外部防水シールに障害が生じたときに水を排出することが
できる。
【００１３】
　湯沸しポットのこの設計によれば、前記本体の前記外装壁の前記下端と前記下部筐体の
前記外側ショルダの間には固定手段が設けられる。それにより、前記本体、前記加熱プレ
ートおよび前記下部筐体の全体を組み立てた状態で保持し、防水性を確保することができ
る。
【００１４】
　本発明の対象である湯沸しポットの実施例によれば、前記本体はハンドルを備え、外部
制御装置は前記ハンドルに設けられる。その外部制御装置は、前記下部筐体内に配設され
た前記内蔵制御装置とコードによって接続される。また、前記コードと前記下部筐体の間
には防水手段が設けられる。この設計は、前記下部筐体内に配設された前記内蔵制御装置
との間のコードを介した防水接続によって前記下部筐体内への浸水を防ぎながら、湯沸し
ポットの操作を容易なものとする。
【００１５】
　湯沸しポットの一実現例によれば、前記防水手段は、前記下部筐体に設けられたケーブ
ルグランドによって形成される。
【００１６】
　湯沸しポットの一実現例によれば、前記ハンドルの前記外部制御装置は防水型の自立モ
ジュールを形成する。
【００１７】
　１つの好ましい設計によれば、前記ハンドルの前記外部制御装置は、
－　コードが通り抜ける、前記ハンドルに収められた下部支持体と、
－　入切スイッチを備えるプリント回路板であって、前記下部支持体上に配置されたプリ
ント回路板と、
－　前記プリント回路板と前記入切スイッチを覆うように構成されたエラストマシールで
あって、それぞれの形状に密着するとともに、前記下部支持体に載る平坦な外周輪郭が現
れるようにしたエラストマシールと、
－　前記エラストマシールの輪郭を前記下部支持体との間で挟み込むことができる締付け
部材と、
－　前記下部支持体に設けられた防水部品であって、前記プリント回路板につながれた前
記コードが防水を施されて貫通できるように構成された防水部品と
を備える。
【００１８】
　湯沸しポットの一実現例によれば、前記防水部品はケーブルグランドである。
【００１９】
　湯沸しポットの一実現例によれば、前記ハンドルは、前記外部制御装置が配設される空
洞を形成する内側である第１の部分を備える。前記ハンドルは、また、前記ハンドルに対
して前記外部制御装置に被せる被覆である第２の部分を備える。
【００２０】
　湯沸しポットのこの実施例によれば、前記コードは前記ハンドルの内部を前記下部筐体
まで延びる。それにより、前記下部筐体まで前記コードを通すために湯沸しポットの本体
に空所を追加して設ける必要がなくなる。
【００２１】
　本発明の対象である湯沸しポットによれば、湯沸しポットは、オス型コネクタを具備し
た分離型電源ベースを備える。さらに、前記下部筐体は、前記オス型コネクタを受けるよ
うに構成されたメス型コネクタを具備した底部を備えており、前記メス型コネクタは前記
下部筐体の防水性を確保するように構成されている。
【００２２】
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　好ましい一設計によれば、前記オス型コネクタおよび前記メス型コネクタは円形である
。それにより、前記底部に対して前記本体の３６０°の回転が確保され、前記本体の取扱
いを容易にするとともに、前記底部に対してどのような位置関係であっても、湯沸しポッ
トの前記本体を載せたり、取り上げたりすることができる。
【００２３】
　以下の説明は、本発明による湯沸しポットの好ましい実施形態を明らかにするものであ
る。この説明は、以下のそれぞれの図面を拠り所として行う。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本体、加熱プレート、および下部筐体を特に示した湯沸しポットの断面図である
。
【図２】本体、加熱プレートおよび下部筐体の間の防水組立てを示した図１の部分断面図
である。
【図３】ハンドル内に組み込まれた外部制御装置の要素を示した湯沸しポットの分解図で
ある。
【図４】図３に示した外部制御装置の要素の組立てを示した湯沸しポットのハンドルの部
分図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図１から３に示すように、湯沸しポット１は、きわめて低い熱伝導率が得られ、それに
より、沸騰水が入った湯沸しポットの取扱い時にユーザが火傷するのを防ぐ、プラスチッ
ク材料製の本体２を備える。湯沸しポット１の取扱いを可能にするため、湯沸しポット１
は本体２に固定されたハンドル３を備える。好ましくは、本体２およびハンドル３は成形
によって単一部材として実現される。本体２は、好ましくは円形の、下方に延びる外周外
装壁４を備える。外装壁４の上部４ａは、本体２を傾けたときに沸騰水を注ぐことができ
る注ぎ口５を備える。この上部４ａは、閉じ蓋７を受ける開口部６を備える。この蓋７は
、蓋７を開口部６レベルで本体の上部４ａに設置する際に蓋をラッチ留めすることができ
る開閉システム８を備える。この開閉システム８は、操作ボタン１０を操作したときに引
込み可能なツメ９ａ、９ｂを備えており、それらのツメ９ａ、９ｂは開口部６の外周１１
下方の位置に来る。
【００２６】
　図１および２に示すように、湯沸しポット１は、低い熱伝導率が得られるプラスチック
材料製であることに関して同様の下部筐体１２を備える。この下部筐体１２は外周内装壁
１３と底部１４とを備える。内装壁１３は上方に延び、上部１３ａを備える。内装壁１３
は、本体２の外装壁４と似通った形状、ここでは円形をなす。内装壁１３の直径は外装壁
４の下部４ｂの直径よりも小さく、そのために、内装壁１３と外装壁４の間に全周にわた
って間隔１５を保ちながら内装壁１３の上部１３ａを外装壁４の下部４ｂの内側に挿入す
ることができる。
【００２７】
　図１および２に示すように、湯沸しポット１は、熱伝導に非常に優れ、水を入れて沸騰
させることができるチャンバ１７の底をなす加熱プレート１６をさらに備える。このチャ
ンバ１７の輪郭１７ａは、本体２の外装壁４の上部４ａによって形成される。加熱プレー
ト１６は、内装壁１３および外装壁４と似通った形状、ここでは円形の外周折返し部１８
を備える。この折返し部１８は、いずれも下方に折り曲げられた円形の内側縁１９および
外側縁２０であって、図２に詳細を示すようにそれぞれの間に内装壁１３の上部１３ａを
受けることを可能にする長さにわたって延びる内側縁１９および外側縁２０を備える。内
側縁１９の直径は、図２に示すように内側縁１９と内装壁１３の上部１３ａの間に第２の
間隔２１が維持されるように決定される。さらに、外側縁２０の直径および厚さは、図２
に示すように、内装壁１３の上部１３ａと外装壁２０の間に第３の間隔２２が、外側縁２
０と外装壁４の下部４ｂの間に第４の間隔２３がそれぞれ維持されるように決定される。
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【００２８】
　図１および２に示すように、加熱プレート１６の折返し部１８と内装壁１３の上部１３
ａの間には内部防水シール２４が設けられる。この内部防水シール２４は円環状をなして
おり、内側部２５、外側部２６、および内側部２５と外側部２６の連結部２７を備える。
内側部２５の内面２５ａの直径は、図２に示すように、折返し部１８の内側縁１９の外面
１９ａの周りに隙間なくその取付けを行うことができるように決定される。さらに、内側
部２５の厚さは、内側部２５の外面２５ｂと内装壁１３の上部１３ａの内面２９ａの間に
第５の間隔２８を維持することができるものである。
【００２９】
　図１および２に示すように、外側部２６の内面２６ａの直径は、外側部２６を内装壁１
３の上部１３ａの外面２９ｂに隙間なく取り付けることができるように決定される。外側
部２６の外面２６ｂは、折返し部１８外縁２０の内面２０ａに隙間なく取り付けられるよ
うにするシールリップ３０ａ、３０ｂを備える。この外側縁２０の内面２０ａは線条３１
ａ、３１ｂを備える。
【００３０】
　図２に示すように、連結部２７の下面２７ａは内装壁１３の上部１３ａの上端３２に押
し付けられる。同様に、連結部の上面２７ｂは折返し部１８の底部３３に押し付けられる
。
【００３１】
　したがって、折返し部１８のレベルに位置する加熱プレート１６の下面部分は、下部筐
体１２の内装壁１３の上部１３ａに対して、防水性が得られるようにはまり合い、組み立
てられた状態に保たれる。
【００３２】
　図２に示すように、折返し部１８の外側縁２０は、加熱プレート１６の外周に径方向に
延びる外側ショルダ３４をその下端に備える。さらに、本体２の外装壁４の上部４ｂは、
その外側ショルダ３４の上に配置されるように設けられた内側ショルダ３５を備える。ま
た、外部防水シール３６はドーナツ形をしており、図２に示すように、外側縁２０の外面
２０ｂの周りに隙間なく取付けを行うことができる直径の内面３６ａを有する。同様に、
この防水シール３６は、図２に示すように、内側ショルダ３５の下に位置する外装壁４の
下部４ｂの内面３７に隙間なく取付けを行うことができる直径の外面３６ｂを備える。こ
の図２から見て取ることができるように、この外部防水シール３６は、外側縁２０の外側
ショルダ３４と壁４の内側ショルダ３５の間の間接的なストッパの役割を果たすことがで
きるものであり、それは、加熱プレート１６に対する本体２の位置の係止、したがって下
部筐体１２に対する本体の位置の係止を果たすものである。
【００３３】
　図１に示すように、下部筐体１２の内装壁１３の上部１３ａと下部１３ｂの間には外周
外側ショルダ３８が設けられる。その外側ショルダ３８と内装壁１３の上端３２とを隔て
る距離、および本体２の外装壁４の下端３９と外装壁４の内側ショルダ３５とを隔てる距
離は、その内側ショルダ３５が外部防水シール３６を介して加熱プレート１６の折返し部
１８の外側ショルダ３４に対して衝止されるときに、本体２の下端３９と下部筐体１２の
外側ショルダ３８との間に第６の間隔が確保されるように決定される。この第６の間隔４
０は内装壁１３と外装壁４の間の第１の間隔１５と連続して設けられる。そのため、外部
防水シール３６に障害が生じたときは、水はチャンバ１７から、第１の間隔１５を通り、
次いで第６の間隔４０を通って湯沸しポット１の外へと直接排出される。
【００３４】
　図１および３に示すように、外装壁４の下端３９は、本体２の周囲に均等に振り分けら
れた複数の穴４１を備えており、そこに固定ねじ（図示せず）を通すことができる。さら
に、内装壁１３の下部１３ａは、穴４１に対応して、下部筐体１２の周囲に均等に振り分
けられた複数のめねじ（図示せず）を外側ショルダ３８のレベルに備える。これらのめね
じにより、本体２を下部筐体１２に組み立てた状態で保持するための固定ねじをねじ込む
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ことができる。この固定により、加熱プレート１６と下部筐体１２の内装壁１３の上部１
３ａの間、および加熱プレート１６と本体２の外装壁４の下部４ｂの間の組立ても果たさ
れる。
【００３５】
　図１に示すように、本体２、下部筐体１２および加熱プレート１６が互いに組み立てら
れた状態では、下部筐体１２は、加熱プレート１６の下に固定された加熱抵抗器４３、内
蔵電気機械制御装置４４および温度センサ４５を収容することなどができる内部チャンバ
４２を画定する。下部筐体１２は、下部筐体１２の底部１４に防水型となるように設けら
れたメス型電気コネクタ４６を備える。この電気コネクタ４６は内蔵電気機械制御装置４
４につながれており、メス型電気コネクタ４６と相補形のオス型コネクタ６４を備えるベ
ースまたは基台６３に対してその電気的結合を行うことができる。このベースは、コンセ
ントを介して外部電源に電気的に接続されるように構成される。図１から見て取れるよう
に、電気コネクタ４６は円形であり、ベースの電気コネクタも同様である。それにより、
３６０°どの向きであっても電源ベース上に本体２の結合を行うことができる。そのベー
スは図示していないが、当業者には周知のものである。
【００３６】
　図３および４に示すように、湯沸しポット１のハンドル３は、本体２に完全に組み込ま
れた第１の部分３ａと、取外し可能な第２の部分３ｂとからなる。そのため、第２の部分
３ｂは、そのハンドル３の第１の部分３ａの中に掛止される固定脚４７ａ、４７ｂを備え
る。ハンドル３の第１の部分３ａは、図３に示すような内部空洞４８を備えており、そこ
にコード６５（図３および４に示す）を収容し、通すことによって下部筐体１２につなぐ
ことができる。そこで、内装壁１３はコード６５の通過穴（図示せず）を備え、その通過
穴のレベルにケーブルグランドが取り付けられて、防水が施された状態でコード６５を内
部チャンバ４２内に導入できるようにする。
【００３７】
　図３および４に示すように、外部制御装置４９はハンドル３の上部に設けられ、内蔵電
気機械制御装置４４の操作を行えるようになっている。この外部制御装置４９は、ハンド
ル３の第１の部分３ａの内部空洞４８内に収容され、図３に示す固定ねじ５１によってそ
の空洞４８内に固定される下部支持体５０を備える。外部制御装置４９は、オンオフスイ
ッチ型の入切スイッチ５３が組み込まれたプリント回路板５２をさらに備える。このプリ
ント回路板５２は、図４に示すように、固定ねじ５４によって下部支持体５０の上面５０
ａに固定される。コード６５の上端は下部支持体５０を通り抜け、プリント回路板５２に
接続される。そのため、下部支持体５０には通過穴が設けられ、そこに図３および４に示
すケーブルグランド５５が取り付けられることによって、下部支持体５０を貫いて防水を
施されたコード６５の通過が果たされる。図３および４に示すように、外部制御装置４９
は、フレキシブルボタン５７を具備した中央部５６ａであって、プリント回路板５２上の
構成機器およびスイッチ５３をそれぞれの形状に密着して覆うように構成された中央部５
６ａを備えるエラストマ材料製の防水シール５６を備える。フレキシブルボタン５７は、
その柔軟性により、ユーザがそれに対して圧力を、したがってスイッチ５３の操作を加え
たときに変形することができる。防水シール５６は、プリント回路板５２の輪郭５２ａの
上に載る平坦な外周輪郭５６ｂをさらに備える。外部制御装置４９は、その中央部に、防
水シール５６の中央部５６ａを通すことができるように構成された開口部５９を備える締
付け部材５８をさらに備える。この締付け部材５８は、シール５６の輪郭５６ｂの上に支
えを得るとともに、エラストマシール５６の輪郭５６ｂをプリント回路板５２の輪郭５２
ａと締付け部材５８の輪郭５８ａの間に挟み込むことができる平坦な外周輪郭５８ａを備
える。プリント回路板５２の輪郭５２ａは支持部材５０上面５０ａの上に載り、そのこと
は、シール５６の輪郭５６ｂが上面５０ａに対して間接的に押し付けられることを意味す
る。しかし、シール５６の輪郭５６ｂの支えを直接設けることもできるが、その場合には
、シールは支持部材５０と締付け部材５８の間に挟み込まれる。締付け部材５８は、固定
ねじ６０ａ、６０ｂによって支持部材５０に直接固定される。図４に示すように、ハンド
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ル３の第２の部分３ｂは、ハンドルの第１の部分３ａとの組立ての際にフレキシブルボタ
ン５７およびスイッチ５３を通すことができる開口部６１を備える。その開口部の輪郭６
２はフレキシブルボタン５７の周囲でシール５６の中心部５６ａに押し付けられ、それに
よって外部制御装置４９とハンドル３の間の防水性も確保される。
【００３８】
　本発明の枠内でその他の特徴を企図することができる。とりわけ、プリント回路板にパ
イロットランプを、さらに透明エラストマ製防水シール５６を用意して、湯沸しポット１
の点火が表示されるようにすることができる。また、内部防水シール２４および外部防水
シール３６について形状的な変形例を用意することもできる。

【図１】 【図２】
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